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新規ダムの課題に関する現時点の見解 

 

項 目 課 題 点 見   解 参考資料 

位 置 既成市街地の直上流の本川の武庫川渓谷出口付近  

ダ ム 規 模 ダム天端標高 EL.120m、堤高 73m、堤頂長 160m、洪水調節容量 11,250千m3、常用洪水吐き上下各２門の計４門  

治 水 効 果 1/100 降雨時の治水効果のほか、1/30、1/15 の降雨時の治

水効果についても検証 

H16.10.18 型降雨による検証結果（甲武橋地点流量） 

・ 1/100 対応放流孔（基本方針レベル）で、1/15 降雨では 3166→2960（206ｍ3/s カット）、1/30 降雨では 3736→3335（401

ｍ3/s カット） 

・ 1/30 対応放流孔（整備計画レベル）で、1/15 降雨では 3059→2519（540ｍ3/s カット）、1/30 降雨では 3633→2796（837ｍ

3/s カット） 

・ 1/20 対応放流孔（整備計画レベル）で、1/15 降雨では 3059→2345（714ｍ3/s カット）、1/30 降雨では 3633→2580（1053

ｍ3/s カット） 

第 38 回流域委員会 

資料 2-3 

①放流孔の閉塞 
 

放流孔が大きいため流出土砂で閉塞する可能性は低いと考えるが、安全性に配慮して放流孔上流側に大きな転石等の流下を
防止する過透性の施設の必要性について検討する必要がある。（転石径と掃流力、その他の流下物） 
流木等による閉塞防止については、必要に応じて放流孔流入部の形状やスクリーン等配置の対策を行う必要がある。なお、
最終的には水理模型実験を行い検証する予定である。 
万一、橋などの大きな物が流れてきて放流孔が閉塞したとしても、ダムには非常用洪水吐という異常洪水に対してダムを守
るための放流施設を設け流水を安全にダム下流へ放流できるため、堤体は安全である。 

 

第 38 回流域委員会 

資料 2-4 (一部加筆)

② 長さ 80ｍのトンネル（放流孔）にどの程度の粒径の土

砂がどのくらいの期間溜まるか。 

どの程度の粒度の土砂がどのような形状で堆積するかは、今後、調査・検討が必要と考える。 

ただし、洪水時の放流孔内の流速を考えると堆積土砂はフラッシュされ、放流に支障を与えることはないと考えられる。

第 38 回流域委員会 

資料 2-4 

③ 基礎岩盤はあるが、表層はもろい地層 

（堤体の安全性） 

基礎岩盤の調査及び現位置せん断試験の結果、岩盤は堅固なものであり、ダム高 70ｍ級の重力式コンクリートダムの基礎と
して十分な強度を有し問題ないと考える。 
ダムにとって危険と考えられる条件のもとで、地震時などの外力を想定し、「河川管理施設等構造令」に従い転倒、滑動、内
部応力に対して必要とされる所要の安全率及び強度を満足するように設計する。 
ダムの基礎岩盤は施工時には岩盤検査を行い、設計強度相当の岩盤面であることを確認した後、コンクリートの打設を行う。
設計強度相当の岩盤が出てこない場合は、基礎岩盤をさらに掘削するなどの対応を講じる。 

第 38 回流域委員会 

資料 2-4 (一部加筆)

④ 六甲山で見られる地盤の上昇活動の影響 六甲山の隆起は約 100 万年前から始まり上昇速度は 1000 年当たり約 25cm で現在も続いていると言われている。（神戸市文書

館 HP より） ダムサイトの地盤の上昇活動については不明であるが、たとえダムサイトの隆起があったとしても全体的な上昇

であり、相対的な変位は非常に小さく問題になることはないと考える。現に布引ダムなど周辺には多くのダムがあるが問題は

生じていない。  

参考資料-1 神戸市教

育委員会等 HP  

(流域－資料 3-1) 

堤体関係 

⑤ 湛水試験時の洪水吐閉鎖方法はどうするのか（ゲート

他） 

常用洪水吐呑口４箇所すべての上流側に試験湛水用鋼製ゲートを試験湛水期間のみ設置（ダム天端から降ろす）して呑口を

閉塞する。供用段階ではこのゲートのうち下段２箇所は撤去し、上段２箇所については試験湛水用ゲートを流用して整備計画

に対応する放流孔の規模で長期間使用できる構造の鋼製蓋として呑口に設置固定する計画である。 

参考資料-2 他ﾀﾞﾑ事例

図面 

(流域－資料 3-1) 

① 試験湛水しない場合の安全確認の方法 現時点で、水を貯めずにダム及び貯水池周辺の安全性を確認する方法がないため、試験湛水は必要と考えている。 

国土交通省所管のダムは試験湛水実施要領（案）に従って試験湛水を実施することにより、ダム、基礎岩盤および貯水池周

辺地山の安全性を確認することとなっている。 

第 38 回流域委員会 

資料 2-4 

② 湛水区域の上流端 湛水区域は、サーチャージ水位 EL.114.3ｍ以下の範囲（湛水延長約 L=6.2km） 

1/20 確率年規模対応ダムでの平成 16 年 10 月台風 23 号実績洪水時の湛水位は EL.105.78ｍで、湛水延長約 L=4.9km 

 

第 38 回流域委員会 
資料 2-4、2-3 
参考資料-3 湛水線 
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③ 山腹崩壊の可能性検討 

試験湛水後、短時間に水位低下させる斜面崩壊をどう検討

したか。 

武庫川沿いの斜面に存在する崖錐（がいすい）は、比較的粒度が荒い材料で構成されており、残留水圧が生じる可能性は低

く、山腹崩壊は生じないと予測される。 

第 38 回流域委員会 
資料 2-4 (一部修正) 
参考資料-４ 貯水池
法面安定調査資料 
 

第 39 回流域委員会 

資料 2-6 

注）     ：第 38回流域委員会で説明済み（資料－2.4等） 
（流域－資料 3-1）：第 38回流域委員会（資料－3.1）の項目評価に対する見解（今回追加） 
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項 目 課 題 点 見   解 参考資料 

④ 湛水区域内の土砂堆積 既往のシミュレーションの結果、洪水時の堆積土砂は、減水時に排砂され、貯水池内に残留する土砂は少ないと考えている。

なお、最終的には、水理模型実験を行い検証する予定である。 
参考資料-５ 堆砂資
料 

 
貯水池 
関係 

⑤ 試験湛水期間 洪水期（6月～10 月）は、貯水池内を空にして洪水調節容量を確保しておく必要があるため、試験湛水は非洪水期（11 月～5

月）に実施する。 

天候に左右されるが、試験湛水期間は旧ルールによれば渇水年で約６ヶ月と予測されている。もし降雨量が少なく、非洪水

期の間に貯水位がサーチャージ水位に到達しない場合は、水位を一旦河床まで低下させ、次の非洪水期に再度試験湛水を行う。

第 38 回 流域委員会

資料 2-4 （一部加筆）

① 試験湛水による環境への影響 

 

ダムの安全を確認する試験湛水は、洪水が来た時の計画上の最高水位である「サーチャージ水位」まで湛水する。貯留（水

位上昇）→サーチャージ水位（１日水位維持）→放流（水位降下）までの期間として、旧ルールでは豊水年で約４ヶ月、平水

年で約５ヶ月、渇水年で約６ヶ月という結果となっていた。水没した植物など環境には影響があると予想される。 

試験湛水実施要領はその後改定されており、環境への影響については、今後調査・検討を行う必要があると考える。 

第 38 回流域委員会資

料 2-4（一部加筆修正)

参考資料-６ 試験湛

水計画図（例） 

② 工事用道路、転流路の場所、方法によっては自然環境

に影響を与える 

現段階では、仮排水路や工事用道路のルート、バッチャープラントの設置位置、転流工事等の具体的な内容を提示するレベ

ルまでには至っていない。今後、詳細に検討してできるだけ周辺環境に与える影響の少ない案を作成し提示する。 

参考資料-７ 工事用

道路計画等 

(流域－資料 3-1) 

③ 工事完了後の復旧計画によっても影響が出る 工事完了後は、必要に応じて自然環境の復元を図る。 (流域－資料 3-1) 

④ 濁水の下流への影響 工事中は濁水処理施設を設け、水質基準を遵守して放流する。 (流域－資料 3-1) 

ダム建設 
工事による

影響 
 

⑤ 大型重機の騒音、粉塵 大型重機の騒音、粉塵については、周辺の生活環境への影響を極力小さくするよう施工計画を検討し、必要な対策を検討す

る。 

(流域－資料 3-1) 

① 河道内、湛水域の自然環境への影響が大 試験湛水時には湛水期間が数ヶ月となるため自然環境へ与える影響はあると想定されるが、供用開始後は洪水による湛水期

間は 1/100確率洪水時でダム直上流の廃線敷（EL.75ｍ）湛水時間は約 9時間程度と想定され、自然環境へ与える影響は軽微で
あると考える。 

(流域－資料 3-1) 

③ 渓谷内の貴重種が失われる ダム建設予定地や湛水区域においては、貴重な植物等が確認されており、ダム完成時の試験湛水により影響を受けることが

予想されるため、移植等を含め保全対策を講じるとともに、試験湛水の方法について自然環境への影響を極力軽減できるよう

詳細に検討する。 
なお、兵庫県では、武庫川渓谷で確認された貴重な植物の保全対策の検討に必要な知見を得るため、過去に貴重な植物の生活

史調査（10種）、栽培試験（９種）、移植試験（６種）及び追跡調査を実施している。 

(流域－資料 3-1) 

③ ダム上流部の水質汚染 河床穴あきダムの場合、上流に常時は湛水しないことから、通常河川と同様であり洪水時を除いて流況を変化させないため、

供用による水質汚濁はないと考えられる。 

参考資料-８ 河床穴

あきﾀﾞﾑ説明資料 

(流域－資料 3-1) 

④ ダム上流部両岸の表層岩石、植生の崩落によるダム湖

内両岸岩石、土砂、樹木の堆積及び渓谷景観の喪失 

 

既往の調査結果から現段階では大規模な崩壊はないと考えている。今後植生の分布状況と貯水位の上下状況等の調査、検討

が必要と考えられる。 

参考資料-４ 貯水池

法面安定調査資料 

(流域－資料 3-1) 

⑤ 擁壁、トンネルへの影響 擁壁（ダム上流部旧護岸）やトンネル（ＪＲ廃線トンネル）は、湛水による水位の上下の影響について調査が必要と考える。 (流域－資料 3-1) 

⑥ 減勢工（水たたき）の環境破壊 

 

減勢工は、ダムの安全性を確保し、下流河道に対しても流水を安全に流すために必要な構造物である。したがって、コンク

リートなどの堅固もので建造するため、景観に影響があると考えるが、その影響を考慮しつつ、今後模型実験等により大きさ

や構造を検討する必要があると考える。 

(流域－資料 3-1) 

⑦ 魚類等の移動に支障 ダムがない場合に比べると魚類等の移動に影響が出るといえるが、放流孔を河床の高さに設けるためその影響は軽微である

と考える。なお、魚道の移動を妨げないよう放流孔には魚道を設けることとし、詳細については今後水理模型実験を行い検討

する予定である。 

(流域－資料 3-1) 
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⑧ 廃線跡の枕木流失 

 

湛水時には上下流方向の河川流速はほとんど発生しないので、河川の増水の流れによる流失はないと考えられる。しかし、

比重の関係で浮いてしまうことが懸念されるため、今後調査して対応策を講じることも考えられる。 

 

(流域－資料 3-1) 
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項 目 課 題 点 見   解 参考資料 

① 人口集中地直上の大型ダムによる破壊時の危険 

 

万一、ダムが決壊した場合は大きな被害をもたらすことから、最重要構造物として厳しい技術基準等により設計するととも

に、詳細な施工管理のもと建設される。 

(流域－資料 3-1) 

安 全 

② 工事中、試験湛水中の洪水の影響による下流部の安全

確保 

既往計画では工事中は転流工と呼ばれるトンネルで河川水の切替を行う。トンネルの大きさは一般には 1/1～1/3 確率年程度

の洪水規模で設計される。トンネルの対象流量以上の洪水が発生した場合は工事箇所を流下することになる。コンクリートダ

ムの場合越水することを前提に工事を進めるため、越水する箇所を確保してコンクリートを打設していく。したがって、工事

によって下流部へ悪影響を生じることはない。（洪水が発生すると予測される際には事前に重機等の移動を行い、下流へは流さ

れないようにする。） 

また、試験湛水は洪水の発生し難い非洪水期に実施する。たとえ洪水が発生してもダムで貯留される。 

(流域－資料 3-1) 

① 左岸側は一部を除き保安林指定 法令に基づき必要な対策を講じる。 (流域－資料 3-1) 

② 両岸は近畿圏整備法の緑地保全地区指定 法令に基づき必要な対策を講じる。 (流域－資料 3-1) 

③ ダムサイト、湛水域、工事用地、ハイキング道の買収

が必要 

ダム工事に必要な範囲については買収が必要と考える。 (流域－資料 3-1) 

④ 横断構造物（道路、ハイキング道、橋梁、水管橋など）

への影響 

必要に応じて改築等を行い、機能回復を図る。 (流域－資料 3-1) 

⑤ JR 武田尾駅への道路、橋梁付け替え、神戸市水道の付

け替え 

必要に応じて付け替えを行い、機能回復を図る。 (流域－資料 3-1) 

⑥ 廃線跡ハイキングコースの付け替え（ダムサイト等、

約 70m の登り降り） 

廃線敷はハイキングコースとして多くの人に利用されているため、極力現状のまま残す考えであるが、ダムサイト付近の対

策については今後の検討事項となる。ダムが建設された場合はダム建設に伴い必要となる部分を兵庫県が管理することとなり、

遊歩道等として安全に活用できるよう整備していく予定である。 

(流域－資料 3-1) 

⑦ ダム本体、減勢工等による景観、高座岩等の名勝喪失 高座岩を含めた現況河道の巨石群については、できるだけ保全できるよう検討する。 (流域－資料 3-1) 

⑧ 渓谷の景観の喪失（両岸の岩石、植生の崩壊による渓

谷美、高座岩、溝滝等の武田尾八景ほかの景観） 

出来るだけ景観に配慮するものとする。 (流域－資料 3-1) 

⑨ 桜の園の入口周辺の景観一変（満水時約 150ｍ奥まで

浸水、崩壊） 

試験湛水により浸水するが、崩落の可能性については今後調査が必要と考える。 (流域－資料 3-1) 

⑩ 親水箇所等レクリエーション場所の喪失 代替え施設を含め、今後の検討事項となる。 (流域－資料 3-1) 

⑪ ハイキングコースのエスケープルートが少なく（最大

約 3.5km の間になし）洪水時の避難指示に難がある。 

ダム運用後の開放については、今後の検討課題と考える。 (流域－資料 3-1) 

社 会 的 影 響 

⑫ 前回ダム計画にあったレクリエーション施設（多目的

ホール？）は不要 

ダムの建設予定地である武庫川渓谷は、阪神地域の市街地に近く自然環境に恵まれたところであることから、ダム堤体の中

に多目的ホールを設けたり、ダムの天端に展望台を設けるなどの計画としたものである。 

今後、必要性を検討していくものとする。 

(流域－資料 3-1) 

① 保守点検、補修、改修、洪水後の洪水吐内土砂岩石等

狭雑物除去、ダム底の堆積物除去（毎回必要） 

ダム貯水池内は維持管理を行う。保守点検などの頻度については運用後の状況を見ながら判断する。ただし、流下する樹木、

大型ごみ等は、放流孔から排出されるため、これらがダムに溜まることはないと考える。 

(流域－資料 3-1) 

② 洪水後のハイキング道（トンネル、橋梁等）の点検・

清掃 

ハイキング道を開放する場合は、洪水規模によっては点検・清掃が必要と考える。ダムサイト付近のルートや管理方法等に

ついては、工事中も含め検討する。 

(流域－資料 3-1) 

③ 上流河道内の流木等の常時除去 流木の大きさにもよるが、治水上の障害物となる物は除去する。 (流域－資料 3-1) 

④ 洪水吐内の常時監視システム 監視カメラを設置するなどの対策が可能と考えるが、詳細は今後の検討事項となる。 (流域－資料 3-1) 

運用･維持管理 

⑤ 警報システム（洪水時、水量、ダム本体危険予知） ダム本体には洪水時の下流河道への警報のためのサイレン等の設備を設置する。下流河道においても検討を行い必要に応じ

て設置する。 

(流域－資料 3-1) 

工事期間 ① 何年かかるか  詳細な施工計画を立案する必要があるが、本体工事の工期は約５～６年と推測される。 第 38 回流域委員会資

料 2-4（一部修正） 

ダム工事費 ① 300 億円（仮設工事費を含むか、積算内容の検証） 仮設工事費を含む。 (流域－資料 3-1) 
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出典：神戸市教育委員会 HP 

参考資料－１ 神戸市教育委員会等 HP 

六甲山地は、西の塩屋から、東は宝塚に至る約 30ｋｍの長さがあり、最大幅は、8ｋｍ（芦
屋～有馬間）もある。最高峰 931・3mで、約 100万年前から始まった隆起（上昇速度は 1,000
年当たり約 25cm）が、現在も続いている。 

出典：神戸市文書館 HP 
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参考資料－２ 試験湛水用鋼製ゲート他ダム事例図面 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

鋼製ゲート 
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参考資料－３ 湛水状況図（参考） 

 
 

武庫川下流 0:16:27 No.1-30 宝塚土木事務所「武庫川散歩」より

新設ダム

どんじり川

北山第１トンネル

高座岩

70

EL120

川幅約50m

武庫川下流 0:19:49 No.1-45

長尾山第３トンネル

僧川

110.2

110.2

111.1

98.4

親水空間

武庫川下流 0:20:02 No.1-46

開発放棄地

武田尾集落

110.2

111.1

110.2

108.7

109.9

武庫川下流 0:17:23 No.1-34

よみうりゴルフ

北山第２トンネル

83.4

302.1

312.9

94.9

EL.114.3m サーチャージ水位
EL.105.78m 1/20年確率規模対応ダム（平成16年10月23号台風時）
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貯水池内の安定検討フローを以下に示す。 
また、武庫川ダムでの調査結果を以下の図面に示す。これより、概査の結果９箇所を選定し、精査した安定解析の結果、対策工は必要ないと判断している。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

参考資料－４ 貯水池法面安定調査資料 

空中写真判読 ......................崩壊地形判読図の作成  

地表地質調査 ......................崩壊懸念箇所地質平面図の作成 

概略検討                   

安定解析 

概 査 

ＮＯ 
精査を実施しない

ＹＥＳ 

対 策 工 の 検 討         

ＹＥＳ 

対策工が必要か 

精査が必要か 

精 査 



 2

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典：（二）武庫川水系武庫川 貯水池周辺斜面安定検討業務 報告書 H13.8 
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出典：（二）武庫川水系武庫川 貯水池周辺斜面安定検討業務 報告書 H13.8 
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出典：（二）武庫川水系武庫川 貯水池周辺斜面安定検討業務 報告書 H13.8 



 1 

参考資料－５ 堆砂資料 

 

平成８年度に実施した堆砂シミュレーション計算の結果を以下に示す。 

ダム建設前後での短期間（1/100 確率洪水時）と長期間（100 年間）の堆砂状況は次表のとおりである。 

 

                          ダム建設前後の堆砂量比較表 

短 期 間 長 期 間  

1/100 確率洪水が発生した場合の

堆砂量を算出 

1/2～1/100確率の洪水が 100年間
に 100個（年 1回）来た場合の 

堆砂量を算出 

現況（ダム建設前） 2.9 万ｍ3 17 万ｍ3 

ダム建設後 6.5 万ｍ3 21 万ｍ3 

堆砂量差 3.6 万ｍ3 4 万ｍ3 

 

〔計算条件〕 

計算ケース及び基本条件を以下に示す。 

① 計算ケース 

計算ケースは下表に示すとおりである。 

 

計算ケース 

計算ケース 河道施設 対象ハイドロ 

ＣＡＳＥ－１ 現況河道 

ＣＡＳＥ－２ 武庫川ダム建設後 
短期間ハイドロ 

ＣＡＳＥ－３ 現況河道 

ＣＡＳＥ－４ 武庫川ダム建設後 
長期間ハイドロ 

 

② 基本条件 

 ・流入土砂条件 流入土砂量＝520 万ｍ3  平均粒径ｄm＝32mm 

※ 流入土砂量は、近傍ダムの計画比堆砂量等を考慮して 200ｍ3/km2/年とし、100 年間で 520 万ｍ3とし

た。 

※ 平均粒径は、生瀬付近から河口までの既往河床材料調査結果より、平均値ｄm＝32mm を採用した。 

・対象ハイドロ 

 短期間ハイドロ：甲武橋 1/100 確率ハイドロ 

 長期間ハイドロ：1/2、1/3、1/5、1/10、1/20、1/30、1/50、1/100 年確率雨量の流出ハイドロを 100 個組 

み合わせたモデルハイドロ 

・武庫川ダム排砂条件 

武庫川ダム洪水吐口が最低部に設置されているため、ダムサイト断面（№０）を全量排砂とした。 
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短期洪水（1/100）による河床・水面の変動 

ＣＡＳＥ－１ 

（ダム建設前） ０～８時間 

10～18時間 

20～26時間 
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ＣＡＳＥ－２ 

（ダム建設後） 

０～８時間 

10～18時間 

20～26時間 

背水状態で最も堆砂した場合（17 時間）の堆砂量は約 12 万ｍ3で、これは計画治水容量（950

万ｍ3）の１％程度である。 

この後の減水に伴い排砂され、ＣＡＳＥ－１と２の堆砂量の差異は小さくなる。 
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堆砂量の長期的な変動 

 

 

CASE－3 CASE－４ 

ＣＡＳＥ－３（現況）とＣＡＳＥ－４（ダム建設後）を比較するとダムの堆砂厚の動きはＣＡＳＥ－３，

４とともによく似た動きをしている。 

上流から流入土砂量は約 520 万ｍ3であり、ダムの影響によって貯水池内に残存する可能性のある堆砂量

は４万ｍ3である。 
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参考資料－６ 試験湛水計画（例） 

 
平成 10年当時、武庫川ダムで検討された試験湛水計画を以下に示す。図中の豊水年、平水年、渇水
年は流況表の 20年間（1976年～1995年）の中から選定して設定した。なお、本検討は「試験湛水計
画策定要綱改定案」（Ｈ９．３）をもとに行われている。 
また、平成 11年 10月に「試験湛水実施要領（案）」が策定され、主に下記の点が変更となった。 
①貯水位の上昇速度について 
 変更前）1日 1mを限度とする。 
 変更後）特に制限なし。 
②水位の保持について 
 変更前）常時満水位 7日（上昇時）、3日（下降時）、サーチャージ水位 1～2日 
 変更後）サーチャージ水位 24時間 
今回の新規ダム案ではサーチャージ水位が EL.114.3mと＋３ｍ高くなっている。 
なお、試験湛水の方法について、第１次見解書では、「概要書にも記載したとおり自然環境への影響

を極力軽減できるように詳細に検討します。」としています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

上段放流孔 EL.89.0m 

出典：武庫川ダム施工計画検討業務（第 2編 試験湛水計画検討業務委託）報告書 H11.3 

サーチャージ水位 EL.111.3m 

豊水年 
平水年 

渇水年 

【湛水計画当時の武庫川ダム標準断面図】 

【試験湛水計画図】 
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参考資料－７ 工事用道路計画等 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ダム堤体 

ダム建設では一般に、 
①掘削土砂の搬出や資機材を搬入するための「工事用道路」 
②堤体コンクリートを練り混ぜて製造する「バッチャ－プラント」 
③その材料である骨材とセメントを貯蔵するためのサイロ「骨材貯蔵設備」

④バッチャ－プラントからコンクリートを運び出し、クレーン等を用いて堤

体位置に運搬打設するための「コンクリート運搬設備」 
⑤工事で発生する濁水を安全な水質に改善した上で河川に放流するための

「濁水処理設備」 
⑥受電、給水設備 
⑦上流から流れてくる流水を工事箇所から迂回させるための「仮排水路（ト

ンネルもしくは水路）」と「上流仮締切」など、工事用の仮設物を設置す

る。 
これらの施設計画、配置等については、渓谷の改変を必要最小限に止めるこ

とを基本に、工事の施工計画の中で詳細に検討する必要がある。 
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石井ダムの建設経過 

（H17.7） 

※ 現在、２シーズン目の試験湛水を実施中（H17.11～） 

試験湛水実施中 

試験湛水開始前（H16.7） 

本体工事実施中（H15.11） 

（参考） 
○ 場所：二級河川 新湊川水系烏原川 
     神戸市北区山田町下谷上 

○ 堤  高：66.2m 
○ 貯水容量：200万m3（洪水調節）+20万m3（堆砂）
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● 河床穴あきダムとは？ 

洪水調節用の穴（放流孔）を、河床付近に設けたダム。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 普通の穴あきダムとの違いは？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

河床穴あきダム 

【河床穴あきダム】 【普通の穴あきダム】

(1) 普段は水が貯まりません。大きな洪水が来たときだけ、一時的に水を貯めて、下流の洪水時の

流量を低減します。 

(2) 普段は水を貯めないので、水質の変化はありません。→写真２ 

(3) ダムの上下流であまり落差がないので、生物の移動は比較的容易です。 

(4) ダムでの貯水が洪水時の短期間のため、ダム上流域の環境への影響は比較的少ない。→写真１

(5) 普段は水がないので、広い水面（湖面）はない。 

(6) 普段は水がないので、渇水時などに水を補給することはできません。 

事例 

笹倉ダム（河床穴あきダム） 

ダムの上流域の状況 

→ 木本類などの植生が見られる。 

 

 

環境への影響は比較的少ない。 

ダムの直上流の状況 

→ 川と同じように水が流れている。

→ 水際まで植生が見られる。 

 

 

水質の変化はない。 

環境への影響は比較的少ない。 

写真２ 

写真１ 

参考資料－８ 河床穴あきダム説明資料 

写真：「治水専用（穴あき）ダムに

関する考え方について」（京都大学

工学研究科 角 哲也） より抜粋

 流
れ
の方
向
 

 流れの方向 【益田川ダムの例】 

河床に放流口が有ります 
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常用洪水吐の放流孔規模について 
 

常用洪水吐の放流孔の規模は下記に示すダムの構造条件から、大きさに制限があり、新規ダムでは 

１門当たり最大規模を設定し、洪水調節上必要断面を確保するため２門としている。 

 

〔ダム構造条件〕 

① コンクリート打設幅は、温度応力などの影響を考慮して 一般に 15mとされている。この 15m幅

を 1ブロックという。 

② 1 ブロック内に空洞を設ける場合、引張などの応力を考慮して 空洞の幅は、5～6m 程度以内に

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ブロック １ブロック 

[ 新規ダム 上流面図 ] 



3 

 

河床穴あきダムの事例（益田川ダム）について 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：http://www.pref.shimane.jp/section/mizube/dam/masudagawa-dam.htm 

   （島根県益田川ダムホームページ） 
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出典：http://www.pref.shimane.jp/section/mizube/dam/masudagawa-dam.htm 

   （島根県益田川ダムホームページ） 


